
毎月11日は
防災を考える日 危機管理課 防災安全係 22‐3402問

「新たな防災気象情報について」

■防災基礎クイズ

Q 気仙沼市内の河川で氾濫の危険性が高まり、警戒レベル3相当となった場合に発表される可能性がある情報は、次のうち

どれか。 ①レベル３氾濫警報 ②レベル３大雨警報 ③レベル３高潮警報

毎月11 日は「防災を考える日」です。震災の教訓や災害への日頃の備えなどについて、家庭や学校、職場、地域など
で話し合ってみましょう。

答え：②レベル３大雨警報（１級河川などの大きな河川以外の場合は、大雨に関する情報として発表されます。）

令和８年５月29日（金）から新たな防災気象情報の運用が始まり、河川氾濫、大雨、土砂災害、高潮に関する警報・注意報

の発表方法などが大きく変わりました。今後は、警報・注意報の情報名に「レベル」が付記されます（例:「レベル３大雨警

報」）。また、警戒レベル４相当の情報は「危険警報」として発表されます。

なお、「河川氾濫に関する情報」は１級河川などの大きな河川に限って発表され、それ以外の河川は「大雨に関する情報」と

して発表されます。よって、気仙沼市の河川で氾濫の危険性が高まっている場合は「河川氾濫に関する情報」ではなく、「大雨

に関する情報」として発表されます。

警戒レベル3以上の情報が発表された場合、市

から「避難情報」を発表することがあります。

「避難情報」が発表されたら、危険が高まる前

に早めに避難しましょう！

【新たな防災気象情報】

（気象庁ホームページから）
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